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0研究経過および成果の概要

1 .研究目的

近年、例えば『複雑系』の様に、従来の要素還元論的

な研究だけでなく全体を統合的に捉える研究も注目さ

れている。生体、特に脳研究でも、例えば『脳機能の身

体性の側面』が注目され始めた。 しかし、『脳とからだ

の関係』すなわち『脳機能の身体性の側面』については、

ヒトを対象とした実データでの検証はほとんどないの

が現状である 1)。そこで本研究では、ヒトの実データに

基づきこの全体を統合的に捉える研究を進めるととも

に、栄養摂取、すなわち食事を通してメンタルヘルス予

防に一般の人が日々実践できる実用的な手立てを提供

することを目指している。メンタルヘルス不調は再発率

が高いため、予防的対策が有効であるからである。

本研究では、脳機能の側面の調査だけでなく、身体的

環境としての摂取栄養素を定量化し結びつけることを

意図した。そこで、 a)メンタルヘルス関連の指標が得

られる内田クレペリン検査と GHQ30質問票、 b)食事

内容の記録から個人の摂取栄養素が把握できる DHQ-L

質問票および骨密度等の測定、の 2つの調査を実施し、

これらの調査結果についてそれぞれの関係を解析し

たの，3)，4)。

2. 研究方法

ボランティア学生 201名 (3年間全ての調査の参加者

は166名)に内田クレペリン検査にご協力いただいた。

筆跡を 13ms・0.3mmの時空間分解能で記録できるデ

ジタルベンを用いて筆跡情報を取得した 5)。また、精神

的健康度を測定する質問紙 GHQ30も併せて実施し

た 6)，7)0 GHQ30質問紙は 30点満点、で、①一般的疾患

傾向、②身体的症状、③睡眠障害、④社会的活動障害、

⑤不安、⑥希死念慮、の 6尺度を o~ 5点の得点とし
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て測定できる(得点の高い方が精神的に不健康と判定さ

れる)。さらに身体的側面の計測として、栄養摂取素が

把握できる DHQ-L調査票の調査、骨密度測定を実施し、

同時に取得した身長 ・体重のデータから BMIを算出し

た。これらの調査を年 1回、 3年間追跡実施した。デー

タの統計解析は SPSSを用いた。

なお、本研究は東洋大学の倫理審査委員会で認可され

たプロトコルに従い実施した。

3.研究経過および成果の概要

内田クレペリン検査の筆跡情報から、数字 4，5， 7 

の lストローク目と 2ストローク目の間隔時間(t，)、

数字の書き終わりから次の数字を書き始めるまでの間

隔時間 (t.)を取得した。これらの間隔時聞から得た比

の値t./t，は、休職者が健常者に比べ有意に高かった (p

< 0.001) 8)。また上記のボランティア学生 201人につ

いて、t./t，の値が 11以上の群は 11未満の群に比べ

GHQ30の総合点のスコアが有意に高かった(p< O. 001) 

9)。以上より、本実験では、このわ/t，をメンタルヘルス

状態を評価する指標とした。

1年目 (2010年)、 2年目 (2011年)および 3年目 (2012

年)に取得した内田クレペリン検査の筆跡を解析して得

られたストローク間隔時間比 t，/t，の分布を図 1に示す。

図1よりわ/t，の値が 11以上に孤立した群が見られるた

め 、 この群を ~A群』としその他を ~B群』とした。 2

年目 ・3年目も同様に 2群に分けた。これら 2群に関し、

GHQ30の総合点および各尺度の得点の群間差をノン

パラメトリック検定法である Mann-Whitney法で検定

したところ、表 1に示す通り 1年目 ・3年目ともに社会

的活動障害について群聞に有意差が見られた。この社会

的活動障害について、図 2に示す通り A群の得点はB群

の得点に比して高いことが確認できた 3)，4)。
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上記の結果より、 A群に属する人は社会的活動に障害

がある傾向が強いことが確認できた。これは先行研究で

得られた『健常者の t'/tJの値は 5前後であるが、休職

者のわItJの値はそれより大きく 10前後であるつこと

と良く一致する。そこで、 1年目・2年目・ 3年目につ

いて休学 ・退学率を調べたところ、表 2に示す様にA群

はB群に比して約 10倍高いことが分かつた。1年目、 3

年目ともにA群と B群の発生率の聞に有意差がみられ

た (p < 0.01)。以上より、指標 t./tJはメンタルヘル

ス不調について予測力を持つことが示唆された。

ここで、 GHQ30の各尺度における群聞の有意差が l

年目 ・2年目 ・3年目で異なる理由は次の様に考えられ

る。A群に属する人の変化(入れ替わり)に注目すると、

年次に伴いA群の人数はほとんど変化しないが、実際の

該当者の半数は入れ替わっていることが分かつたへそ

のため、 3年目にA群に属する人は、元々の人と I年目

とは異なる特徴を有する人が混在するため、群としての

性格が少し違ってきたと推測できる 3)。

次に、図 3に示す通り、 l年目の調査結果では、

GHQ30から得た睡眠障害スコアと DHQ-Lから得た摂

取カロリーについて、両者の間に弱し、相関(相関係数 r

= o. 23)がみられた(有意確率pく0.01)。この相関は

2年目以降にはみられなかった。ここで、睡眠不足にな

るとカロリー摂取量が有意に増える 10)、睡眠不足にな

ると 高カロリー食品が欲しくなる 11)等の報告があり、

本研究における睡眠障害スコアが高い人は摂取カロリ

ーも高いとしづ結果はこれらと相似である。I年目にだ

け有意な比例関係がみられた理由は、研究協力者が大学

に入って間もない状態であったため、環境の変化にメン

タルヘルス状態が強く影響を受けていたからと考えら

れる。一方、 2年目 ・3年目では、個人差はあるものの、

研究協力者が環境の変化に慣れてきたため、有意な相聞

がみられなかったと推測できる。以上より、大学生のメ

ンタルヘルス改善のためには、環境の変化がメンタルヘ

ルスに大きな影響を及ぼす l年目から介入等のケアを

することが有効であることが示唆された。

図4に示す様に、 3年目の調査結果では、 t'/tJの値が

11以上のA群は 11未満のB群に比べアルコール摂取量

に有意な差がみられた (p< o. 05)。このとき、 A群の

アルコール摂取量の平均値は 1.4gであり、 B群の平均

値 4.1 gに比べて低かった。アルコール摂取量に関し、

大学生は飲酒の獲得により自由度が増すという報告が

ある 12)。本研究ではA群にアルコール摂取の全くない

人が多数みうけられた。したがって、 B群の方がA群に

比べ飲酒等で人と接する機会が多いためメンタルヘル

ス不調になりにくいと推測できる。また、 1日の適正摂

取量は 21gであり 13)、A .B両群のアルコール摂取量

の平均値から、ほとんどの研究協力者は適正範囲内の飲

酒ということがわかる。したがって、飲酒による身体的

影響はないと考えられる。なお、アルコールの摂取と依

存は Pto遺伝子の変異型に関連している 14)としづ報告

もある。 3年目だけに有意な差がみられた理由は、 l年

目・2年目は研究協力者が未成年であったため、アルコ

ール摂取自体がなし、からだと考えられる。このことから、

アルコール摂取については、飲酒等による人的環境がメ

ンタルヘルスに影響を与えていることが示唆された。

4. 今後の研究における課題または問題点

本研究の結果、指標 t./tJはメ ンタルヘルス不調につ

いて予測力を持つことが示唆されたため、本研究の調査

項目について 4年目の追跡調査を実施したい。 4年目の

結果があれば、この『予測力』についてさらに確証が得

られると考える。また、 3年目の結果でわItJが高いA

群の方が低いB群に比べアルコーノレ摂取量が有意に低

くなった。4年目の調査でも同じ結果が得られればこの

理由がより明確にできると考える。
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